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Summary
This study aimed to contribute to the promotion of healthy lifestyle and improvement of low body mass 
index (BMI) in adolescent women. In this cross-sectional study, we conducted a questionnaire survey to assess 
the relationship between BMI and healthy lifestyle awareness among 421 female college students in 2015. The 
questionnaire asked basic questions on age, university department, grade, height, weight, sports activity, part-
time employment, type of residence, rise time, bedtime, and sleeping hours and 50 questions on eating and 
living habits related to healthy lifestyle awareness. Factor analysis of the questionnaire responses identified 
seven factors for awareness: “self-control for eating out and ready-to-eat foods”, “healthy eating”, “food safety 
and hygiene”, “self-motivation for exercise”, “mealtime and table manners”, “variety in food choices”, and 
“weight control”. There were significant relations between each factor score for awareness. We divided the 
samples into two groups: a lower BMI group (< 18.5 kg/m2) and a BMI control group (≥ 18.5 kg/m2). Factor 
scores for awareness of “weight control” in the lower BMI group were significantly lower than those in the 
control group and were related to two factors for awareness, “self-control for eating out and ready-to-eat foods” 
and “variety in food choices”. In the BMI control group, factor scores for awareness of “weight control” were 
related to “self-control for eating out and ready-to-eat foods”, “self-motivation for exercise”, and “variety 
in food choices”. In conclusion, our results suggest that members of the lower BMI group must improve 
awareness of weight control via improved food choices and self-control for eating out and ready-to-eat foods. 


























































































算 出 し た。BMI の 度 数 分 布 を 図 1 に 示 し た。
BMI 18.5kg/m2 未満72名，BMI 18.5以上25.0kg/m2 未
満278名，BMI 25.0kg/m2 以上 6 名であった。起床









年齢（歳） 379 19.6 ± 1.3
身長（cm） 378 158.1 ± 5.5
体重（kg） 356 50.0 ± 5.6
BMI（kg/m2） 356 20.0 ± 1.9




























識』，第 3 因子は『食品の安全性の意識』，第 4 因子
は『運動の意識』，第 5 因子は『食事のマナー・時















BMI の違いによる因子得点の比較を表 5 に示し
た。BMI 18.5未満群（72名）と18.5以上群（284名）
の 2 群に区分して得点の比較を行った。第 7 因子
『体重管理の意識』において，BMI 18.5未満群では
18.5以上群より得点が有意に低い結果となった（p
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を表 6 に示した。第 7 因子『体重管理の意識』の得
点を従属変数とし，その他 6 因子の得点を独立変数
としてステップワイズ法による重回帰分析を行った







































1 因子は『外食・中食の自己抑制の意識』，第 2 因
子は『食事摂取の意識』，第 3 因子は『食品の安全
性の意識』，第 4 因子は『運動の意識』，第 5 因子は
表 2　下位尺度得点の平均値 (n＝379)
質問項目 平均値 標準偏差
Q 1  食事のバランスに気をつける 3.3 ± 1.1
Q 2  食事量の不足に気をつける 2.9 ± 1.2
Q 3  過食しないように気をつける 3.6 ± 1.1
Q 4  朝食を必ず食べる 4.0 ± 1.3 ＊
Q 5  昼食を必ず食べる 4.2 ± 1.2 ＊
Q 6  夕食を必ず食べる 4.1 ± 1.2 ＊
Q 7   主食（ご飯，パン，麺類）を毎食とる 3.7 ± 1.3 ＊
Q 8  菓子パンを主食としない 3.1 ± 1.3
Q 9   主菜（肉や魚，卵，大豆・大豆製品）
を毎食とる
3.3 ± 1.3




Q12 外食を控える 2.7 ± 1.2
Q13  夕食は家庭で調理したものをとる 3.2 ± 1.3
Q14 揚げ物などの油ものを控える 2.9 ± 1.2
Q15 塩辛いものを控える 2.8 ± 1.2
Q16 アルコールを控える 3.2 ± 1.4
Q17 菓子やジュース類を控える 3.0 ± 1.3
Q18 ファーストフードを控える 3.3 ± 1.3
Q19 インスタント食品を控える 3.3 ± 1.3
Q20 市販の弁当を控える 3.2 ± 1.3
Q21 安全性を気にして食品を買う 3.3 ± 1.3
Q22 旬のものをとる 2.8 ± 1.3
Q23 いろいろな食材をとる 3.3 ± 1.3
Q24 彩りのよいものをとる 3.0 ± 1.3
Q25 料理に手間をかける 2.5 ± 1.2
Q26 食品の栄養価の表示を確認する 2.6 ± 1.3
Q27  添加物が含まれている食品を控える 2.6 ± 1.3
Q28 薄味にする 2.8 ± 1.3
Q29 食事を手作りする 3.0 ± 1.3
Q30 早食いをしない 3.0 ± 1.3
Q31 ながら食いをしない 2.7 ± 1.3
Q32 偏食をしない 3.4 ± 1.2
Q33 夜食をとらない 3.8 ± 1.3 ＊
Q34  家族や友人と共に楽しく食事をする 3.7 ± 1.2
Q35 正しい姿勢で食べる 3.0 ± 1.2
Q36  食卓のコーディネートに気をつける 2.4 ± 1.2
Q37 積極的に歩く 3.7 ± 1.1
Q38 こまめに体を動かす 3.4 ± 1.1
Q39 定期的に運動を行う 3.2 ± 1.2
Q40 睡眠を十分にとる 4.0 ± 1.0 ＊
Q41 朝は早く起きる 3.5 ± 1.2
Q42 夜は早く寝る 3.6 ± 1.2
Q43 喫煙をしない 4.3 ± 1.3 ＊
Q44 便秘に気をつける 3.5 ± 1.2
Q45 貧血に気をつける 3.1 ± 1.3
Q46 体調に気をつける 3.9 ± 1.0
Q47 毎日決まった時間に食事をとる 2.9 ± 1.2
Q48 夕食を遅くとらない 3.5 ± 1.2
Q49 ストレスを解消する 3.5 ± 1.2
Q50 体重管理をする 3.6 ± 1.2
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表 3　因子分析 （n＝379）





Q18 ファーストフードを控える 0.937 －0.034 －0.030 0.046 －0.080 0.071 －0.069 0.502
Q19 インスタント食品を控える 0.746 －0.027 －0.003 －0.027 0.040 0.141 －0.054 0.525
Q17 菓子やジュース類を控える 0.707 －0.039 －0.027 0.018 0.059 －0.071 0.116 0.294
Q14 揚げ物などの油ものを控える 0.492 0.036 －0.010 －0.003 －0.026 －0.050 0.282 0.657




Q 9 主菜（肉や魚，卵，大豆・大豆製品）を毎食とる －0.030 0.848 0.019 0.005 0.072 －0.054 －0.077 0.747
Q10 副菜（野菜，きのこ，海藻）を毎食とる －0.023 0.803 －0.063 0.025 0.029 0.057 0.081 0.368
Q11 主食・主菜・副菜のそろった食事をする 0.007 0.737 －0.072 0.009 0.029 0.210 0.003 0.436




Q27 添加物が含まれている食品を控える －0.012 －0.016 0.907 0.004 0.008 －0.044 －0.082 0.791
Q26 食品の栄養価の表示を確認する －0.065 －0.044 0.614 0.096 －0.062 0.100 0.082 0.632
Q21 安全性を気にして食品を買う 0.069 －0.019 0.446 －0.059 0.097 0.233 －0.024 0.452
Q28 薄味にする 0.125 －0.021 0.423 －0.042 0.011 0.133 0.033 0.574
運動の意識 
（α＝0.817）
Q38 こまめに体を動かす 0.006 －0.030 0.067 0.917 0.004 －0.043 0.002 0.755
Q39 定期的に運動を行う 0.031 0.027 －0.110 0.829 0.030 0.095 －0.136 0.666





Q35 正しい姿勢で食べる －0.095 0.051 0.092 0.015 0.686 －0.040 0.093 0.705
Q31 ながら食いをしない 0.076 0.016 －0.002 －0.014 0.532 0.037 0.050 0.357
Q34 家族や友人と共に楽しく食事をする －0.067 0.016 －0.107 0.040 0.528 0.150 －0.049 0.372




Q23 いろいろな食材をとる 0.064 0.023 0.043 0.028 －0.064 0.811 －0.008 0.528
Q24 彩りのよいものをとる －0.017 0.057 0.051 －0.037 0.074 0.765 －0.071 0.443




Q 3 過食しないように気をつける 0.051 0.007 0.023 －0.044 0.037 －0.143 0.757 0.649
Q50 体重管理をする 0.042 －0.198 －0.160 0.067 0.248 0.167 0.435 0.329
Q 1 食事のバランスに気をつける －0.023 0.209 0.060 0.002 －0.232 0.282 0.430 0.348
　 負荷量平方和 6.1 5.5 5.4 3.6 3.8 6.1 4.1
因子寄与率（%） 31.9 6.1 4.4 3.7 2.6 3.0 2.1
累積寄与率（%） 31.9 38.0 42.4 46.1 48.7 51.7 53.8
因子抽出法 : 最尤法 ，　回転法 : Kaiser の正規化を伴うプロマックス法
表 4　因子間の相関 （n＝379）
第 1 因子 第 2 因子 第 3 因子 第 4 因子 第 5 因子 第 6 因子 第 7 因子
第 1 因子 外食・中食の自己抑制の意識 1.000 0.541** 0.551** 0.362** 0.416** 0.533** 0.505**
第 2 因子 食事摂取の意識 1.000 0.472** 0.286** 0.394** 0.586** 0.377**
第 3 因子 食品の安全性の意識 1.000 0.320** 0.406** 0.626** 0.385**
第 4 因子 運動の意識 1.000 0.352** 0.335** 0.414**
第 5 因子 食事のマナー・時間の意識 1.000 0.465** 0.337**
第 6 因子 食品の選択の意識 1.000 0.460**
第 7 因子 体重管理の意識 1.000
**p<0.001，検定は Pearson の相関による。
表 5　BMI の違いによる因子得点の比較 （n＝356）
 BMI 18.5 未満（n＝72） BMI 18.5 以上（n＝284）
p 値
平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
第 1 因子 外食・中食の自己抑制の意識 2.8 ± 1.1 3.1 ± 0.9 0.106
第 2 因子 食事摂取の意識 3.2 ± 1.1 3.2 ± 1.0 0.825
第 3 因子 食品の安全性の意識 2.7 ± 1.0 2.9 ± 1.0 0.064
第 4 因子 運動の意識 3.2 ± 1.1 3.5 ± 1.0 0.082
第 5 因子 食事のマナー・時間の意識 3.1 ± 0.9 3.1 ± 0.9 0.871
第 6 因子 食品の選択の意識 2.8 ± 1.2 3.1 ± 1.1 0.052
第 7 因子 体重管理の意識 3.2 ± 1.0 3.5 ± 0.8 0.015*
*p<0.05，検定は Mann-Whitney の U 検定による。






























































2.  因子間の関連について明らかにするために，7 因
子間の相関分析を行い，全てに有意な正の相関が
認められた。
3.  BMI 18.5未満群と18.5以上群での比較において，
『体重管理の意識』の得点に有意な差が認められ，
BMI 18.5未満群で有意に低値を示した。
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